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2014 年の米国人学士号保有者の割合、女性が男性を初めて上回る（10 月 7 日） 
 
 
 米国国勢調査局（US Census Bureau）は、2014 年の米国人学士号保有者の割合に関し、調

査を開始した 1940 年以降初めて、女性の学士号保有者の割合が男性を超えたことを明らかに

した。学士号保有者の割合は、調査を開始した 1940 年には男性 5.5％、女性 3.8％で、この割

合は 2005 年には男性 28.5％、女性 26.0％であったが、2014 年では男性 29.9％、女性 30.2％
となった。この傾向は、特に若年層において強く表れており、25～34 歳のグループでは、2014
年の学士号以上の学位保有者の割合は、男性が 29.5％であるのに対し、女性は 37.5％となって

いる。一方、65 歳以上のグループでは、この割合は男性が 30.6％であるのに対し、女性は 20.3％
であった。また、ワシントン州・アイダホ州・ユタ州などでは学士号保有者の割合は男性が女

性を上回る一方で、アラスカ州・ノースダコタ州・ミシシッピ州では女性の学士号保有者の割

合が男性を 2％以上上回るなど、地域差があることも明らかにされた。 
 
US Census Bureau, Women Now at the Head of the Class, Lead Men in College Attainment 
http://blogs.census.gov/2015/10/07/women-now-at-the-head-of-the-class-lead-men-in-college
-attainment/?cid=RS23 
 
 
  


